
10/14(金)、直轄特定緊急砂防事業の一環として進めている栗駒山系槻木平堰堤工事において、現場で発
生したコンクリート殻から再生栗石及び再生砕石を製造する新技術の見学会が開催されました。見学会の
目的について栗山事業対策官が説明し、再生栗石を製造する「グリとガラCG-200」と再生砕石を製造する
「バケットクラッシャー」による実演が行われました。岩手県、一関市及び周辺の建設業者など約120名にの
ぼる参加者が、今後の工事において、現場で発生する再生材を有効活用する技術について熱心に見学して
おりました。

栗山事業対策官による説明

10/13(木）、岩手河川国道事務所において優良工事施工会

社の表彰式が行われ、工事成績が優秀で卓越した技術力や
創意工夫があり、気象及び地象条件など、困難な条件を克服
し、工事完成まで努めた施工会社の方々が事務所長より表彰
されました。一関出張所管内からは「栗駒山系市野々原２号堰
堤工事」の（株）平野組、「一関遊水地第２遊水地平泉長島地
区下流小堤等工事」の朝田建設(株)、「栗駒山系横森堰堤工
事」の宇部建設(株)が表彰を受けました。 優良工事施工会社の皆様
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